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5 万分の 1 j由貿凶幅

説明書 尾 ホし 部付しII児一第 82 号〉

北両道、7 地卜資源調査所

技術史Ii庄谷幸夫

/"j I~:j 橋功一

はしがき

乙の lスJill 両説明占は，昭和 39 午から In] 40年にし、たる， 延 80 J]間にわたって行なっ

た町外崎去の結果を，とりまとめたものであるの

1ザタト Ui ，j.·~~ は事者ら ωほか，り LJ- ~~I 竹川上流地域を，斗;河合 OVr }il~ 床地質部の藤原子 1)2 氏

に，尼札 i吉川流域を l司長 rt 川潔氏に，それぞれ}8.叶していただいた。，)司慌の ---..-tn~ を }Il

吋された i司氏に苧くわ礼を巾し Lげるの

I 位置および交通

この i訓話のしめる位置は， ~t伴 41 5ー0'__42°0 ぺ東枠 141 °σ ，-141°15' の範開で，亀

出半島の東部に牝置しているの

行政}二は， l司 l隔の大部分は IH :I ;i~:I\ H1 J に，東南部は IJL 岸 IJq 村および椴法華村に， I干j凶

~I司は函館 Ih に，それぞれ出するの

交通は，海岸線に if}って道路が閉さくされており，鹿部および川投を経て，函館に

通じていたが，昭和 41 年 10 月に滝の沢トンネルの開通により，南茅部町と椴法華村

とが連絡できるようになったりまた，八木川，尻岸内川および古武井川にそって函館

林務署管轄の林道が閉さくされているの村落は海岸線にそって，わずかに発注してい

るにすぎなし、。地域の III 心付溶は，足札部 JII と八木川とにはさまれた海岸で，ここに

は南茅部町役場がある。

II 地形

凶II!両地域の地形は，大きくみて，平坦地と山地，~告にわけられる c
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平担地は，段丘堆積物や沖積層の発注している地械である。 Hlj 者は，北西隅に発達

している標高 23，.....，40 m の平坦i両である。また，後者は，尾札部II \，八木JII. 本 l台川，

ポン木i白川の各川の沿岸地域，東南pl~の矢!花川川口付近に発達している。

IJi地帯は，先第三紀層，新第三紀層および火成岩類から構成されている地域で，急

峻な地形を呈 L ， )斗 i隔地域の大部分を占めているo

河川は，東西にのびる尾根を境にして，北部地域では，いずれも流路を市北にとり，

太平洋に (!::l 、でいる。また，南部地域で、は，流路を北から市にとり，津軽海峡に注い

でいる n おもな河川は . T両者の地域では東から向井JII. 木前111. 八木JII. 足札部川な

どがあり，後者の地域には，古武井川がある。

III 地質概説

lヌ|幅地域の地質は，先第三紀)雷，新第三紀)乱第四紀層および火成岩頬から構成さ

れている。地質系統は，第 1 図にしめしたとおりである。

時代|地層名|模式柱状同|記号| 持 ロ
ハH

L
小
t その f也

現引\ {沖中 積 層 |い石い戸戸Hよに一汁o一よ o a戸Hい\All半粘制恥I市け日 l上:、砂、 礁、 Jグ火℃山灰

第制| 世 l同崖麟錐悶 |3民;Ji足芯o三;ミミ之 '~6~':'~~: いい;い川川叫山州刑キ料粘粘枯 J山九λ川iト仁一

四剛|更| 段丘堆積物 lドぷぷdぷ有令叫;ミ ~"4::6: 主':JTι吋山4 半粘粕J山ιl十l: 砂 礁
_.1 い VVVVV! 合石英普 j前輝干 i

紀|新|丸山火山噴出物 IV ¥¥VI~ヤツ J I しそ輝石川 II 官、
I IL>ムムム;込 MI 火山角喋訂

世 I~~叩山ーム斗二~

銚子岬層|そうへヘム、 Csl (疑灰角喋石、もIi I:
l ムミム ム、ムグ!

新 I I 木直層卜主主主司 |火山角的 i疑灰}4
| いムム工τ1KnlR察官、変質的1J岩

第|中 loJ 見日 i疑灰 iωり乱立三i 凝灰行、}!J Ii聡疑問
le.1 岩部層

新 |ドt泊白削!
山八木川頁同吠天又β:云示三-:~-I Iは頁酎粁札、 i凝疑灰
'," I 岩部層仁Aド士×ムべLいふ=--Ic;凶 1

i吐 I I 日ιさい決コ ~l

紀 I I. , .~ = I/~[TアづXJ:対I
川汲層跨iJどf冶対 K叶I;疑以

3鳴完 I F'戸井層ル主語刻 TI 中r' i板打、チ γ ート、
I' ,,= r~ラうグ\1 T I 干 if反r;

第 1 図地質総括図

イi英安 1 1J岩

変朽安山岩

柏村玄武岩
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先第三紀のpJI千百は|オ l隔の曲一部地域に断片的に分布しており，おもに粘版岩から構

成されている。

新第三紀!骨は，先第三紀の}--l井J昔を不整合におおい，下位から )11 £及JH，汐泊川)醤お

よび木凶層の三つの累層に細分される。

川汲層は，凶幅の西部地域に分布しており，無層型IIの緑色凝灰岩から構成されてい

る。

汐泊川)骨は， L斗 :11討の 1\1.1'..:部地域から丙部地域にかけて広く分布しているの構成お相

によって，下部から八木Jllff計部層と見 H 凝灰岩部)再に分けられるの

木直!留は，凶幅の中央部から東部にかけての広い地域に発達しているのおもに凝民

角瞭岩および火山内操守などの火山砕何物から構成されていて，安山民俗宕をともな

っているの

第四紀層は， I司|隔の東端部にわずかに分布している銚子111明書があるほか， これをお

おい，九山火， II噴出物，段丘上K積物，庄錐堆積物，沖積層がある。

火成岩煩には，新第三紀の変約安Illfi ， *11粒土;武胃，イ i英友山狩，および第四紀の

合石英しそ輝石普通輝行支山店熔岩などがあるの

地質構造は大きくみると， NW-SE }j・向に， ;_i)l:層が脳出する地域を rj1 t主として，

東部地域では， NW-SE の走向をもち， NE に傾斜する単科構造をとっているのしか

し中核部は石英安山岩の近入により，かなり擾乱されているので，構造はきわめて

複雑であるの

また，地域内には NE-SW の方向をもっ断層が優勢に発達しているほか，西部地

域にはとれと斜交する N-S)j向の断層が，北部中央地域では，海岸線とほぼ平行な

NW-SE の方向の断層が，それぞれ発達しているの

とくに， NE-SW の走I~J] をとる断層にそった破砕，市の・部に， 鉱化作用がみられ

る。

IV 先第三紀屑

IV.l 戸井層

1963 年長谷川潔ほか戸井層

戸井!吾は，八木川流域および尻岸内川土流に，それぞれ小露出が断片的に分布して

いるにすぎないの

一 3 ー



この地層は，間iJ者運動や行英安山口の j主人によって，佐雑に同;目しされているので，

h;当 J炉をたてることはできないσ

おもに児色町lj杭計から構成されていて，ときどき fL'n~1-をはさんでいるちまた，八

仁川|河側;芝山では，イ ilベ討をレンス状にt史子五しており，その主 1('; は N700W である c

このj也!骨から化 f iの応tI\がないので.その地問l!j 代を決定することは不 Ilrlft:であるの

しかし，大山之、;同 lズII:I~地域内にた注していろ，/::1じ地柄と考え I) れる粁什'Hこ扶:在し

ているイ iJ}Z i-!;' から ， Mesophyllum らしし、化行がたはされていることから， そのJilin

II
l
d\; は， I[rlll:]にである rrJ'if~円:がつよし、わ

V 新第三紀!同

V.I 川汲胃

1963 年 鈴イぐ、)白はか )11

!己札 hl; Jl I ，八木川および十三 [f(}11 の九日 L域に分イ ti しているわ トイ色の }i 井)再との出版の

:均係は在 ll'~-~ できるところがない小

なわ，この j也!吟は，判中 \'(!.-<.i 主計，変判定 III It;. ， およびイ i英定山行で貨かれている。

)持軍は， /'-1 誌が不明なので明確でなし、。しかし，町外で観察されたれから 200m 十

と推定される。

この j也!骨は，おもに 1!!. リ百円!の j炎対色を!さする，相 '¥:L な;堤!シ UIJ から構!記されているが，

lドj にはほ対色の砂丘凝民討を悼んでいる() i疑If~ f'+( J:J，え再委主;化作用や MIi己イ i 化l' r:)H をう

けて，一部は炭酸 11{ 鉱物や松山{ iで l官.き険えられている。

化イ iの庁:iHがないので，地質 i時代を明確に決めることはできないが，口岩 Hf相l日jおよぴ上

(

i附H片:の，t!訓刊Ji川iリ|i縫主)層曽と， l ;:erH時期の地悼と考えている。

V.2 汐 j白川層

1963 年鈴木'+~まか汐i白 )IU脅

阿部地域から，中央部地域にかけて分布している巴まえにのベた， )11 汲層のと(立に

発注しており，両者の関係は瞥台で、ある。ところによっては，先第三紀のパ-)j:層と不

整合で接している。

本悼式地は東謝凶幅内の川波 [If 道東側である。

'- 4 -



純白九日，凝!火Fiなどから陪成された!?.いLH肘であるの下部は {i町民 f( 引が，;TJ生して

お，) , f は i堤!iJ( f':' を主件とてているち rj;'; /'fを八木 111([ 引 m\同，従者を見日凝灰岩部

!計と Ii子科、 L ， 二つの (;))J再に|ベうよした小

をもち 20~40υ で ji;に傾j;、|しているの

Ml't'ff!, f' ト二科 L

!神に対比できる。

この地)lA は， 比 H 川 i~UI売で、は N20 河司f のノ主!ム]

V.2.1 八木 111 頁岩部彊(お川、)

f~';)\J 也はラ八十 ~)[IFi 主 ~i fIJ 年であるつこのI也)首は，

j竹 ill Lif;UJ) 存 ;z i)(にそれぞれ分布J してし、る。

見 11 川流J}JX ， 八イ， )11 f·， mU!主 . }jLJ~~

この /il;!司:ム八木 )[1 卜 ifUiij)いでみられるように， 卜{止の JII iJ日)件とは ， )it い凝らに右手f1

のトー!日で J立しており，彰c fTであるわ八木川 支{;Jl( では ， N.;!氏 1;雫行をともな

、て ， }_i)I ， i~ を不快 fT に J5 わ ているの厚 d広{北口は r i)1 九千を構成する九口相と. IIf]17f

の何時、または鋭角聞から惇戒された I tli司: {'i で， I;TJ'~{の :Hlt，'[{i少でイピしたものである。

こ ω r'fi;N±1は，くで!悼を j岳じ茶出色を 'lするH'l"£の Ii近民f(口と. i交占有 ft~色を 51する山17

の~~iKι)持であるわわずかにばド i 色なし、 t/ i交付色の J堤j火民 *ffH ，'f~;~IH{ル17および凝灰

引の坤!司をはさんでいる r

第 2 図 八木川氏{';' fi15)再(\:2. Hj. J 況)

-5-



*産出化七は ， Makiyamachitani(MAKIYAMA) のほか，尻岸内上流で、は Cyclami 仰

が産出する。

V.2.2 見目凝灰岩部層(新祢)

際、式地は，見口川の中流である。 ド(立の八木川頁岩吉 I)) 曽が上部に向って凝灰質にな

り，厚さ 1m ていどの凝灰宕を挟むようになるのこの部分から見日凝灰岩部屑とし

7こ。

岩相は， {炎禄色の j手石質凝灰岩および淡結色の砂質凝!火岩を主体としている。

このrrJ i屑は，悼式地付近で周厚は 500m であるが，木正{川では 50m となり極端に

薄くなるの乙のような層厚の極端な速いは， ~tH 目の側方変化によるもので，八木川了(

計部!再 D上部と/{f} U!j: 異相の関係にあるの

V.3 木直層(新称〉

1紫式地は木直付近であるの

見 H から古百 lj~ こし、たる海岸線，および標 l肯 400m 以下の山腹に!よく分布しているの

まえにのベた， 下位の見 H 凝灰岩部!詳の凝灰岩)再の土(立にのっており，性合の関係

にあるの

ζ の地層は，主に火山角探宵と凝灰角喋!占などの火 II I砕)丙物から構成されているが，

安山岩熔岩をはさんでいるの岩相の担 IJ 方変化がし、ちじるしいほか，一般に f部から上

部に凝灰質になるようである o 火山角喋岩は，拳大から人頭大の，時様色ないし市，対

日古灰色を呈する安山岩角礁の聞をうめて，灰白色の凝灰右で穆枯したものである。凝

灰角傑岩は，挙大の角礁の問を，白色の凝灰有で穆枯しているの安山岩熔自は，厚さ

数mで，一部は岩 1眠状を呈する部分もあるの一般に 11i"i-*，~色を呈するが，結泥イ i化作用

を強くうけていると乙ろは，淡緑色を呈する。角礁と!溶岩とは|司買のもので，安 II I~tf

であるの乙の岩石は鏡下で観察すると，斑状構造をしめしているの斑品は判長石，持

通輝石， しそ輝石であるの科長イ iは新鮮であるが，輝石は紋泥石におきかわっている

ものが多いの一部は，炭酸取鉱物，沸石などでおきかえられている。

イ i基は，ハイアロピリテック構造からピロタクシチック構造をとり，短問状の科長

イj，粒状の輝行，不透明鉱物およびガラスから構成されている。

岩相から p 珂南北海道にひろく発達している，黒松内屑の火山砕屑、店主 ~v こし、ちおう

対比できそうであるの

*V~ 俊明(1936) による。
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第 3 図 本百日 lいの安山 ~rf熔岩〔大向付近) x50// ニコノL

IV 第四紀層

乙の地域に発達する第四紀層は，更新世の銚 flU甲層，丸山火山噴IU物および段丘堆

積物，現世の火山岩類で形成されている山地の周辺に発達している庄錐堆積，沖積層

である。このほか，これらの第四紀層をおおって広く発達している火山灰層があるの

VI.l 更新世の堆積層

VI.1.1 銚子岬層(新称〉

標式地は銚子岬付近で、ある。

古部から銚子岬にかけて分布している。

占部付近では，木直層を低角度の 1;1 交不整合でおおっているのこの地層は，一般に

凝灰角瞭岩と火山角際岩からできている円凝灰角喋岩と火 III 角喋岩とは，それぞれ 2

---3m の厚さをもち，互層しているのときには，厚さ 15em ていどの粘土の薄層をは

さんでいる。最上部の火山灰層には直径 10 数 em の木片が含まれている。上位にの

る )L 山噴 11\物との違いは，この地層が黄鉄鉱化，粘土化，硫黄化の各(乍用をうけてい

ることである白地層の構成物である角探は，灰白色ないし赤紫色を呈する安山岩で，

鉄鉱物によって茶褐色に汚染されているものが多いの
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第 4 図釘t· (l![fj1用(挑 fィijlj1付近)

第 5 図銚子岬層(誌の沢付近)
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x50// ニコノレ

第 6 国銚子 Iliftl われ'ど III (銚子 U!q' 付近)

この ilt {-1" を観察すると，ム1 トーでItliRI詫jむをしめしている小 mS!J は， i;~~ Jミイ i としそ蝿i

イ 1ーである戸 1 i~1~f J:， ピロタクシヂソク組械をとり，朴氏Ii ， ff:計 J ，不j差別鉱物および

カラスから惇嘆されている p これらは鉱物によって汚染されているゥ

この地層心地質i+lム代をきめろ rtf 極的な三:H蛇はないが， 1，~欠 !:]~J な岩相をしめしていると

とと断層の!;ぢ警をうけていないことから，いちおうト日以1、院佐と考えられるのしかし，

地質時代につし、ては今後の問題としてJ是起しておくの

VI.1.2 丸山火山噴出物(新祢)

慎式J也(主，標 I-~ミ 691. 1 m の丸III 付;6:であるつ

八イ木4 川上七j流サ主:の(出)原反とな/勺〉ている得陪ヨ主 578.6 m の二ミミ角点カかミら IT丙7有gl)巾i好7 ノみ方う:jにのぴる I巴己十担担1'~七， I同司三

角人\IJ、，I

たる 1陵安線に '1よ;く分崎布i している。

乙の火山噴!U物は，おもに安III 官熔告から構成されているが，下部に)手さ数mの凝

)火向機宕!曹をともなっている p 熔岩は， I火白色を唱する多孔質な普通輝石しそ附石安

111'1';であるちこの宕石を錆ドで観察すれば，政状構造をしめして~，、る。此品は，科長

1i , しそ輝石および普通路行であるが，ときには，石英を合んでいることもある。石

本は.ピロタクシチック組械をとり ， :in長:li ， r:r.，fj'，不透明鉱約およびカラスから構

9-



x50//ニコル

第 7 図 丸山火山噴火物(安山岩熔む) (丸山付近)

成されている。

VI.1.3 段丘堆積物

段li堆積物は，図中高の北西地域の海岸線にそって分布している。標高 30.-- 50m の

ヂ担面を形成している。このほか，地質図に示してないが各河川に沿ってか j床からの

比高数 mの河岸段丘が分布している。この堆積物はおもに，河 )11 の流域を構成してい

る地層から供給された，人頭大以下の陳および砂からできている o

VI.2 現世の堆積物

VI.2.1 崖錐堆積物

八木川の最上流，古武井川の最上流および銚子付近に分布している o

いずれも背後の火山岩山地から供給された角瞭から構成されているわ

VI.2.2 沖積層

IZI 幅地域の各河川の流域や，海岸にそった低地'市に分布している o 主として砂 1深層

や砂)脅から構成されている。

VI.2.3 浮石層

地質 i寸にはしめしていないが， この l~Z1幅の全地 j戒を浮石層がおおっている。この浮

- 10-



石)時は Hff和 4 年 6 月の駒ヶ岳の爆発によってもたらされた降下浮イ i凶であるのこの堆

積物は長任 15mm 前後の宇多角形または不定形の多:JL質な浮行傑を主体としている。

赤木健 (1929) によれば，この地域に分布している浮石層は厚さ 20，.....，50 em の分布範

間内に合まれている。

VII 火成岩

凶l隔地域内に発注している火成宥頬には，粗粒玄武岩，変朽安山岩および石英安山

岩がある。

VII.! 粗粒玄武岩

尾札部川下流流域および八木川支流で川汲層を貫ぬいている。岩体の延長方向は，

N-S の走向をとる幅 15m ていどの小岩脈で，濃緑色ないし暗緑色を呈する紙密堅硬

な完品質岩であるの

鏡下の観察では，オフイチック組織をとっている。多くの短冊形の斜長石の聞を，

他形の普通輝行が充填している O 斜長石はやや新鮮であるが，ほとんどの普通輝石は，

緑泥石および炭酸塩鉱物におきかえられている。

x50// ニコノレ

第 8 図 粗粒玄武岩(尾札部川ド流)
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VII.2 変朽安山店

足fLm~)li ，八ノドパ i および喜四J! {15d~ 比域で，八木川貞岩吉 I~層を貰ぬいて発達している。

‘般に淡緑色を呈する泊密塊状をとっているが，ところにより 30em ていどの村;状

占有理の発 j主している部分もある。

;克 i干の観察では，斑状構造を呈している。出品は，科長イ iおよび輝石で，ときには

倣蝕された行突を含んでいるのイ i某は，短冊以;の判長行，輝行およびィ、透明鉱物とか

ら構成されているの此品は， ~;J t)己イ1>炭酸塩鉱物 7 制2ミほ，モザイク状 A， i 央などでわ

きかえられている門イ ji たも，去、 ti! 己1，. 1 ，炭酸 JI£ ;tJL 物，絹雲(J，イ i見などで医院されてい

る円

第 9 図 変朽安山岩(モ姉、~ II 付近)， 50// ニコル

VII 石英安山岩

凶ill両の西部および市部地域に規模の大きな岩みで露出しているの汐泊 III 層を l空ぬ

き，丸山火山噴出物でおおわれている。

宕体内では石英扮岩，石英安山岩および流紋岩など，ところによって岩質の違いが

ある。これらはたがいに漸移関係をしめしている心で，最も優勢に発達している石英

支山岩に一括したの

灰白色あるいは淡禄色を呈していて，石英の朗品が明瞭にみられる岩石であるのま

--12-



た， :l屯状のものから陥Jlt!.の先庄がいちじるしいものまである。

鏡下の観察では， J)E状構造をしめしている。胡品は石英と科長七」であるが，ときに

は輝~1が含まれている場合もある。

イ i基は，粒状の石英と短冊状の斜長イ iから構成されている。

j五品およびイj本は，品雲母，緑泥イ1>炭酸塩鉱物，黄鉄鉱およびイ i英におきかえら

れているの

x50//ニコノL

第 10 図石*友 1[1;占 (Iii- 武井 )I[ と流)

VIII 応用地質

乙の I 'XIII/白地域内にf1J1\ff している地下資似は，航黄. fJt素・杭化鉄刻、・栂鉄鉱・イ iJ:)(

6などがあげられる。このほか，古日Ijや銚子に冷泉の湧IHがみられ，銚 jてで、は干 i英安

山岩がイ i材として利用されている。

VIl LI 硫員

この地域には古くから九所に侃黄鉱床の存在が知られており， Ib"武井・押野・常盤

松・大梶・滝の沢・ il~-(mなどの鉱IIIが稼討されて，その暦史は i汀し、。北海道における

重要な硫黄拡床賦存j出として;七日されている地域である。しかし現在は稼行されてい

-13-



る鉱山はなし、c 鉱床については，坑，I~が崩落していて珂宣するととができなかったの

で不明である門

かつて，高島彰氏ら (1951) が行なった品査結果によれは，第 1 去にしめしたよう

なものである。

第 1 表

~j;， I!J ::g竺f-.l~ ZI円Ju の規模型土戸不)一
1 -4- 1 1 主とし中国模な|相当な鉱l 余り多|量を予

|主とし|て鉱染 1*規模|いし小規i 置と予想i く望め i 想し得
i て沈澱~;:~ //~?'7l. 'IA I;~， /~ ~;:1~~ '1r=t.-''~'i +:.~:~
I '-VLW-,x !・交代模の鉱休|し得る|な い!な L 、

'" I:,,, 1 '" I 古武井鉱 i
古武井 o I 一部 o 1 l~~~~~ w~1

| | | I 床以外 |

常盤松 1 0i I 0I I0
大 梶 I 0I 一部 o I I0I
沌の沢 I 0I I0I0I l

I '" I ", I " I 新々鉱 11'1 部 o 0 0 !~~~l
¥J ¥J \J 床以外|

また，乙れら硫黄鉱床の中には，やや見模の大きな鉱床があり稼行の対象になるも

のもあるので，将来北海道における重要な硫員生産地となる可能性があるの

VIII. 2 硫 化鉄鉱

侃化鉄鉱鉱床として尾札部鉱山がある。この鉱山は八木川のと流約4kmのところ

にあるー支流に位置するm

杉本良也(1960) によると，鉱床は石英安山岩の中に匹胎するN200W方向をも

っ，錘III両 70cmていどの硫化鉄鉱脈である，地支部は酸化をうけて，{t&品位の褐鉄鉱

にかわっているの

現在，全く稼行されていないの

VIII.3 掲鉄鉱

掲鉄 ;Wi; 鉱床は，古部地域，矢山川流域，八木沢上流流域にそれぞれ拭存している o

鉱床は，硫黄鉱床とわえ凶 i刊に密接な関係をもち，硫黄鉱床の賦汗している近くにみら

れるの

，I，'部地 JEX にある鉱床の規模が小さく，相 1(1 川と古部川の沿岸に賦存している市部鉱

山の鉱床は，杉本長也(1 965) によると，鉱量 3 ， 390 トン， Fe54.77%, As1.138

%である円したがって，鉱量や鉄鋼原料としてひ主・りんなどの有害成分が多く含ま
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れていることから，稼行はきわめて困難である。

矢尻川および八木川上流域に賦存している鉱床は，規模がきわめて小さいので移行

の対象にならないロ

VIII. 4 ひ素

木直川の支流にひ素の鉱床が賦存している。木直ひ鉱山とよばれ，明治 41 年に雄黄

を対象として採掘稼行されたことがある。坑道が崩かいしていて調査することができ

なかったので，詳細は不明である。

露頭は見あたらないが坑口より上流約 50m の聞は， 粘土化岩が発達しており，そ

の中に N65.--80oW 走向をもっ幅数 em の硫化鉄鉱染脈が数本発達しているの しか

し雄黄の存在は認められなかったの

VII I. 5 石材

銚子の矢尻川川口の両方約 600m のところでは，石英安山岩を骨材用に採石してい

いる。この会社は，従業員 11 人， 日産 50m 3 の規模であるの
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Resume

TheareaoftheOsatsubesheet-mapislocatedattheeastern

partoftheKamedaPeninsulaofsouthwesternHokkaiδ ， facing

thePacificOcean. Theareaextends from41ー50'N to42ー0'N,
andfrom141ー0'Eto141ー15'E, butonlylessthanaquarterof

theareaisoccupiedbytheland. Mainroadsarerunningalong

thesea coasts, andthe areacanbereached from Hakodate

StationontheNationalRailwaybythehighwaysviaeitherToｭ

dohokkeorKakkumi.

Theareacanbedividedtopographicallyintothetwo parts,
theplainlandandthemountainousland. Theformerisdevelｭ

opedonlylocallyalongtheseacoastsor rivers, andiscovered

byAlluvialdepositsandterracedeposits. Thelatterincludes

steepmountains, occupyingmostpartofthisareaandiscomｭ

posedofpre-Tertiaryformation3 , Neogeneformationsandvarious

volcanicrocks.

Geology

Thegeologyoftheareacomprisespre-Tertiary formations ,

-17-



Neogeneformations, Quaternaryformationsandvolcanicrocks,
andthestrataaredividedintothefollowingformations.

fAlluvium
(Holcene ~1-----nn lTalusdeposits

Quaternaryi (Terracedeposits

lPleistocene~ Maruyamavolcanicrocks

lChoshimisakiformation

(Kinaoshiformation fKel!!1ichiluun------__u________ Itu百 member

JShiodomarigawa J
Neogene Miocene l.......u"'....."'u...uｷ0....VVformationiYagigawa

I I shale
lKakkumiformation l member

Pre-Tertiary Toiformation

Pre-TertiarySystem

TheToiFormation: This pre-Tertiary formation is the

lowermostformationinthis area, andiscroppingoutlocally

alongtheYagiRiverandtheupperstreamoftheShirikishinai

River. The formation consists chiefly of black slate, with

sporadically intercalated thin layers of chert, sandstone, and

limestone.

NeogeneTertiarySystem

TheMioceneformationsaredividedintotheKakkumiForｭ

mation, Shiodomari-gawaFormationandKinaoshiFormationin

ascendingorder.

TheKakkumiformation, distributedalongtheOsatsubeRiver,

YagiRiver, andKinaoshiRiver, isthelowermostNeogeneformaｭ

tion, butnodirectrelationisobservedinthefieldbetweenthis

formationand theunderlying pre-Tertiary formations in this

area. Theformationconsistsofunstratified, massivegreentuffs.

TheShiodomari-gawaFormationmaybedividedlithologically

intotheYagigawashaleMember, composedchieflyofhardshales,

andtheKennichiTu 百 Member ， composedmainlyof tu 百sand

tuffbreccias. TheYagi-gawaShaleMember, distributedalong

18-



theYagiRiverandKinaoshiRiver, andintheupstreamofthe

Kishir6River, consistschieflyofhard shales, whichintercalate

alternationsoftu 百aceous sandstonelayersandtu 任 layers ， both

about5""10cminthickness. Theformationhasageneralstrike

ofNW-SE, dippingtowardsNEintheneighbourhoodofKennichi,

butitismoreorlessdisturbedinotherlocalities. Although

theformationliesconformablyontheunderlyingKakkumiForｭ

mationitliessometimesdirectlyontheToi Fomationof preｭ

Tertiary, asobservedonthesouthenbranchoftheYagiRiver.

TheKakkumiTu 旺 Member ， distributedalongtheKennichi

River, Pon-KinaoshiRiverandKinaoshiRiver, iscomposedmainly

oftuffsandtuff breccias, intercalatingseveralthinlayersof

mudstone, about1.5cminthickness, andtu 旺 breccia about20cm

inthickness.

TheKinaoshiFormation, widelydistributedalongthePacific

Oceancoast, consistsofvolcanicbreccias, andtuffbreccias, someｭ
timesintercalatinglayersofaltered andesiteabout5----6m in

thickness. ThegeneralstrikeisNW-SE, dippingabout30Gto ・

wardNE.

TheCh6shi-misakiFormation, distributedalongtheseacoast

nearFurube, is chie 日y composedof tu 百 breccias andvolcanic

breccias, withintercalatedlayersofclay, about15cminthickneｭ

ss. Thetotalthicknessattainsto20----25m.

Quaternary

ThePleistoceneformationsincludetheCh6shi-misakiFormaｭ

tion, MaruyamaVolcanicRocks, andtheterracedepositsinasｭ

cendingorder.

TheMaruyamaVolcanicRockscomprisemainlylavaflows

ofquartz-bearingaugitehyperstheneandesites, whichlieontwo

layersoftuffbrecciaofthesameandesite,about5m inthickness.

Theterracedepositscomposedof gravels, sandsandclays

aredistributed ontheplanesofmarine terraces, about20m---

~ 19-



60m inelevation.

TheRecentsedimentscomprisethetalusdepositscomposed

of gravels, sands, volcanic ashesand clays, andtheAlluvial

formation, bouthofwhicharedistributedlocallyalongtherivers

ortheseacoast. Inaddition, thewholeareaiscoveredbycoarseｭ

grained volcanic ashes, lessthan50cmin thickness, erupted

duringthegreatactivityofVolcanoKomagatakein1929. These

volcanicashesare, however, omittedfromthesheet-map.

IgneousRocks

Amongtheigneousrocksaredolerite, propyliteanddacite

oftheNeogene. Thedoleriteformsadyke, bout15--16m in

width, cuttingthroughtheKakkumiFormationinNSdirection

inthelowerreachesoftheOsatsubeRiver.

Thepropyliteisdistributedintheeasternofthearea, intr・

udingintotheYagigawaShaleMember. Thedacite, extensively

developedalsointheeasternpartofthearea, waseruptedafter

thedepositionoftheKennichiTuffMember.

EconomicGeology

Themineralresourcespresentintheareainclude sulphur,
arsenic, iron, limestoneandbuildingstones. Thesulphurand

ironsulphidedepositshadbeenworkedforlongastheimportant

sourecofthesemetalsinHokkaido, buttheywereabandonedin

lateryears. Oftheseresources, onlybuildingstonesareworked

atpresent.
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